
 

第４章 技術管理 

 

 

１ 公共調達スキルアッププログラム 

 

（１）概 要 

近年、建設工事は施工技術・情報技術等が著しく進展する一方で、少子高齢化やアウト

ソーシングの拡大により、若手技術者への技術・ノウハウの継承などが課題となってい

る。このことは、土木行政を担う県技術職員においても同様であり、公共工事の品質を確

保するため、積算、監督、検査・評定、技術審査などの発注関係事務を適切に実施できる

技術力の確保はもとより、県民に対する説明責任や県土景観に対する意識付けなど、多

面的な資質向上が求められている。 

また、平成19年度にまとめられた「山形県公共調達改善委員会」の報告書において、企

業評価を的確に行うためには、コンプライアンス面と技術面の両面にわたった発注者側

のスキルアップが必要であると提言されたことから、職員個々の業務執行能力を向上さ

せるため、従来の研修体系の見直しを図り「公共調達スキルアッププログラム」を、平成

21年度から実施している。 

    

（２）「公共調達スキルアッププログラム」の構成 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共調達スキルアッププログラム 

必須研修 

共通研修 

育成研修 

派遣研修 

業務遂行上必須となる基礎的知識の習得 

高度な専門能力の修得及び自己研鑽意識

の醸成 

各分野の職務に密接な専門知識の習得 

業務遂行上の基礎的知識の習得 

Ｏ Ｊ Ｔ 

プログラムの２本柱 

研  修 

職場コミュニケーションの確保、技術の伝承 

（ 区 分 ） （ 研修の目的 ） 

専門研修 

国土交通大学校、全国建設研修センター
等へ派遣を行い、集中的に専門知識の強
化を図る 
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（３）「公共調達スキルアッププログラム」の実績 （※H19までは､技術職員研修として執行） 

研 修 区 分 
参加人

数等 

H18 
～ 

H19 

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

プ

ロ

グ

ラ

ム

へ

移

行 

H20 
～ 

H26 

H27 
～ 
R1 

R2 R3 R4 R5 R6 

必  須  研  修 

研修数 － － 39 7 7 8 8 8 

人数 － － 4,287 283 329 525 836 781 

共  通  研  修 

研修数  33 29 4 4 6 6 8 

人数 443 4,547 1,590 74 309 395 292 489 

育  成  研  修 

研修数 － － 19 3 2 4 4 4 

人数 － － 974 67 64 79 158 120 

専  門  研  修 

研修数  227 94 16 22 18 23 24 

人数 1,661 12,716 4,464 341 941 857 1,038 1,184 

階 層 別 研 修 

研修数 2 14 － － － － － － 

人数 17 487 － － － － － － 

現  場  研  修 

研修数 － 5 － － － － － － 

人数 － 155 － － － － － － 

派
遣
研
修 

国土交通大学校 人数 7 28 26 0 5 4 4 2 

建設研修センター 人数 8 53 28 0 3 7 8 8 

東北地方整備局 人数 12 32 52 2 3 0 1 1 

土木人材育成協議会 人数 4 － 13 0 13 3 14 7 

その他 人数 7 18 8 2 0 0 0 0 

建設業務事例発表会 

(創意工夫事例発表会) 

発表数 21 63 52 7 8 8 10 9 

人数 310 785 871 176 272 305 148 133 

県・市町村技術職員研修
（現場研修） 

人数 － 73 114 0 0 0 0 0 

受 講 者 合 計 人数 2,465 18,894 12,402 945 1,919 2,183 2,499 2,725 

 注)受講者には県土整備部以外の受講者も含まれている。 

 ※ R2～R4年度、コロナ禍のため、形式を変更（中止、書面開催、規模縮小、web）した研修あり。 

 

２ 積算基準関係 

 

（１）積算基準 

①標準歩掛 

工事と業務委託の積算基準及び標準歩掛については、関係各省庁の積算関係基準等

をもとに、毎年改定、制定し、工事費等積算の適正化を図っている。 

②施工合理化調査・施工形態動向調査 

適正な歩掛作成資料を得るため、国土交通省を中心に全国各県が協力して、昭和50年

から原則毎年調査を実施している。 
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（２）労務単価 

建設労働者の賃金の正確な支払い実態を把握するため、毎年10月に２省(国土交通省、

農林水産省)共同で、｢公共事業労務費調査｣を実施し、調査時点から決定時点までに生じ

る賃金水準の変動を考慮して公共工事設計労務単価が決定されている。 

この調査には各県も協力して昭和45年から実施している。令和６年度は11月調査を実

施し、県内137件の県発注工事(県土整備部・農林水産部)について実態調査を行った。 

 

主要12職種における労務単価の推移 

年度 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

12職種単純平均(円) 20,983 21,642 21,817 22,900 23,967 25,200 26,608 

※12職種･････特殊作業員、普通作業員、軽作業員、とび工、鉄筋工、特殊運転手、一般運転手、型枠工、        

大工、左官、交通誘導警備員Ａ、交通誘導警備員Ｂ 

 

（３）資材単価、市場単価等 

適正な予定価格の設定に必要な積算を実施するには、より実勢価格に見合った設計単

価の設定が必要であるため、年４回の定期改定を行うとともに、物価変動が大きい場合

は柔軟に対応することとしている。 

４月及び10月の定期改定時には、県土整備部、農林水産部の共同委託で事前に実態を

調査し、市場価格を把握しながら、その調査結果及び市販されている物価資料を基本に

して、適正な設計単価の設定に努めている。 

    ９月調査････当該年度10月改定の単価改定資料 

    ２月調査････次年度４月改定の単価決定資料 

 資材価格の高騰への対策として、令和５年４月以降当面の間、物価資料掲載単価につい

ては前月と比較して価格変動があれば、毎月改定を行うこととしている。 

 

（４）機械損料 

国土交通省総合政策局公共事業企画調整課が制定している機械損料に基づいて設定し

ている。２年ごとに全面改定される。 

 

３ 公共工事コスト縮減に関する取組み 

厳しい財政状況のもと、限られた財源を有効に活用し、効率的な公共事業の執行による

社会資本の整備を着実に進めるため、新技術・新工法の採用など創意・工夫を図り、公共事

業のコスト縮減を推進するため、以下の取組みを行っている。 

   平成９年11月 『山形県公共工事コスト縮減行動計画』 

 平成11年度のコスト縮減率の目標値等を設定 

   平成14年３月 『山形県公共工事コスト縮減行動計画（第２次）』 

 平成15年度のコスト縮減率の目標値等を設定 

   平成17年３月 『山形県公共工事コスト縮減行動計画（第３次）』 

 従来の工事コスト縮減に、事業便益の早期発現、将来の維持管理費の縮減を加え、

総合コスト縮減率として平成20年度の目標値を設定 

   平成22年３月 『山形県公共工事コスト縮減・品質向上プログラム』 

 従来のコスト縮減を重視した取組みから、コストと品質の両面を重視した取組

みへの転換を図り、総合的なコスト構造の改善を推進する。 
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   平成27年３月 『山形県公共工事コスト構造改善取組指針』 

従来のコスト構造改善の観点を維持しつつ、時限的な取組みでなく継続的なコ

スト構造改善の取組みを実施するための指針を策定 

 

４ 建設リサイクルに関する取組み 

 

建設工事に伴い発生する建設廃棄物や建設発生土などの建設副産物のリサイクルを着実

に実施するため、以下の取組みを行っている。 

また、平成14年５月から、建設リサイクル法が全面施行され、一定規模以上の建設工事

について分別解体及び再資源化等が義務付けられている。 

令和２年度は全ての対象品目において、『山形県建設リサイクル推進計画'16』における

目標値を達成した。令和３年度からは『建設リサイクル推進計画2020（国土交通省）』で

定める東北地方における達成基準に準じて建設リサイクルに取り組んでいる。 

   平成６年10月 『リサイクルプランYAMAGATA』 

 平成12年度のリサイクル目標値等を設定 

平成11年４月 『山形県建設副産物情報管理システム』 

 県機関における建設副産物の情報交換 

   平成12年４月 『山形県建設リサイクル推進計画』 

     平成17年度のリサイクル目標値等を設定 

   平成12年10月 『山形県建設副産物ホームページ』 

     建設副産物情報を県以外の機関と共有 

   平成14年４月 『山形県建設リサイクル指針』 

     建設リサイクル法を受け、建設工事に係る資材の有効な利用の確保及び廃棄物 

     の適正な処理を図るため、関係者の役割及び目標値等を設定 

平成18年10月 『山形県建設リサイクル推進計画’06』 

     平成22年度のリサイクル目標値等を設定 

   平成19年２月 『山形県建設リサイクル指針』改正 

     目標年度（平成17年度）を経過したことに伴う改正 

平成24年２月 『山形県建設リサイクル推進計画’11』 

     平成27年度のリサイクル目標値等を設定 

平成24年２月 『山形県建設リサイクル指針』改正 

     目標年度（平成22年度）を経過したことに伴う改正 

平成29年２月 『山形県建設リサイクル推進計画’16』 

     令和２年度のリサイクル目標値等を設定 

平成29年２月 『山形県建設リサイクル指針』改正 

     目標年度（平成27年度）を経過したことに伴う改正 

令和２年９月 『建設リサイクル推進計画2020（国土交通省）』 

     令和６年度のリサイクル目標値等を設定 
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   令和５年度の実績及び『建設リサイクル推進計画2020』の目標値 

対象品目 R5実績 
建設ﾘｻｲｸﾙ推進計画2020 

2024達成基準 

建設廃棄物 99％ 98％以上 

 ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 99％ 99％以上 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 100％ 99％以上 

建設発生木材 94％ 97％以上 

建設汚泥 68％ 90％以上 

建設混合廃棄物 0.3％ 排出率 3.0％以下 

建設発生土 77％ 80％以上 

 

５ 工事の監督・評定及び委託の監督・検査・評定 

『公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成13年４月）』に基づき、建

設工事及び委託業務の監督・評定の適正化・透明化を図るため、以下の要領を定め、ＨＰにて

公表を行っている。また、成績評定点については平成21年10月27日から「電子閲覧システ

ム」にて公表を行っている。 

また、評定結果については、企業の技術力を示す指標として捉え、入札制度や表彰制度

において様々な活用を行っている。 

平成15年４月１日 『山形県建設工事監督要領、同重点監督実施要領』 

『山形県建設工事成績評定要領』 

   平成16年４月１日 『山形県委託業務等監督要領』 

『山形県委託業務等検査要領』 

            『山形県委託業務等成績評定要領』 

 

６ 多様な入札に関する取組み 

公共工事等の品質確保の促進を図るため、技術力を評価する「多様な入札」として、以下

の取組みを行っている。 

 

（１）総合評価落札方式 

価格の他に、価格以外の技術的な要素を評価の対象に加え、品質や施工方法等を総合

的に評価し、技術と価格の両面から最も優れたものをもって申込みした者を落札者と

する方式。 

①取組経緯 

平成16年度に工事で試行を開始。平成20年度に「運用ガイドライン」を策定し、平

成21年４月より本格実施した。 

平成24年度から土木関係建設コンサルタント業務委託について「ガイドライン（試

行版）」を策定し、試行を開始。平成28年７月より業務委託全般で本格実施した。 

②平成27年度以降の対象工事 

平成 27 年度以降は、対象工事４千万円以上の一般競争入札の全面実施及び１千万

円以上４千万円未満の半数実施を目標に実施し、令和３年度以降は、対象工事３千万

円以上の一般競争入札の全面実施及び１千万円以上３千万円未満の半数実施を目標

に実施している。 
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令和６年度実施件数 

 標準型 簡易Ⅰ型 簡易Ⅱ型 計 

予定

価格 

１億円以上 1 2 109 112 

３千万円以上１億円未満 0 0 208 208 

３千万円未満 0 0 60 60 

合 計 1 2 377 380 

 

（２）契約後ＶＥ方式 

目的物の機能を低下させずにコストを縮減する、または同等のコストで機能を向

上させるため、民間も含めた技術力を活用しようとする方式。（平成12年度より実

施） 

 

（３）プロポーザル方式 

具体的な実施方針、実施体制、技術者の経験や実績により特定するためより質の高

い成果が得られることを可能にする方式。（平成15年度より実施） 

 

（４）県内業者優先指名競争入札方式 

    土木関係建設コンサルタント業務及び地質調査業務において、これまで県外業者 

が指名されてきた業務のうち、指名選定の特性評価で指名業者の絞り込みを行う際 

に県内業者が含まれる業務を対象として、優先的に県内業者を指名するという方式 

を試行実施している。（平成24年度より実施） 

 

（５）共同設計方式 

調査設計業務等において、より品質に優れた業務を実現するとともに、地域の技術

水準の向上に資するため、地域の特性等に精通する地域の企業と専門的な技術を有

する企業が共同で調査・設計を行う方式。（平成21年度より実施） 

 

７ 建設ＤＸに関する取組み 

  高度経済成長期以降に整備された道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾を始めとする

土木構造物については、建設後５０年を経過する施設の割合が高くなってきており、この

５０年を経過すると補修や再整備の必要性が高くなることが分かっている。 

  また、近年は気候変動の影響により、災害が頻発化、激甚化してきており、県民の生命

財産が脅かされる現状がある。 

  このような課題があることに加え、建設現場における担い手不足や高齢化といったこと

に対応すべく、令和５年１２月に「山形県建設ＤＸ推進戦略（加速化プラン）」を策定し、

下記の４つの柱を定め、それぞれの分野で高い目標を設定し、対策を講じることとしてい

る。 

 

（１）建設ＤＸ（建設現場における生産性と安全性の向上） 

  ＩＣＴの活用や遠隔臨場等により、建設現場の生産性向上を図ることで、週休２日確

保と受発注者双方の負担軽減を実現するとともに、ｘＲ（クロスリアリティ）を活用し

た現場の安全性の向上を図る。 
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目標指標 現状値 目標値（実績） 

県土整備部所管発注工事におけるＩＣ

Ｔ活用工事を中心としたデジタル技術

を活用した工事件数の割合 

（Ｒ４） Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

４.２％ ２０％ 

(１７％) 

５０％ ７０％ 

 

（２）メンテＤＸ（持続可能な維持管理） 

  インフラ施設の日常的な維持管理業務や施設点検業務、災害時の緊急的な対応等にお

いて、ＩＣＴ等のデジタル技術を活用することで業務の効率化を図り、担い手不足下に

おいても、適切な日常の行政サービスや災害時の緊急対応を継続できるよう、持続可能

な維持管理体制の構築を目指す。 

目標指標 現状値 目標値（実績） 

県土整備部が管理する県管理インフラ

施設の定期点検におけるデジタル技術

導入の割合 

０％ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

４０％ 

(８０％) 

６０％ ８０％ 

 

（３）行政ＤＸ（行政手続きの効率化） 

  建設分野における行政手続きの電子化及び非対面化、関連業務のデジタル化を進める

ことで、県民が利用する行政サービスにおける利便性向上及び手続の簡素化・効率化を

図るとともに、職員や社員の業務負担軽減を目指す。 

目標指標 現状値 目標値（実績） 

公共工事の入札契約から納品までの一

連の事務手続きにおけるデジタル化施

策導入の割合 

（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

２０％ ４０％ 

(８０％) 

６０％ ８０％ 

 

（４）人材ＤＸ（デジタル人材の育成・確保と環境整備） 

  ＤＸを推進するための制度や環境を整備することにより、受発注者双方において、Ｉ

ＣＴ等のデジタル技術に関する知識やスキルを持った人材の育成・確保を目指す。また、

デジタルコンテンツ等を利用した建設産業のイメージアップ等により、若者や女性等の

入職者の増加を目指す。 

目標指標 現状値 目標値（実績） 

土木・総合土木職員における３次元Ｃ

ＡＤに習熟した職員の割合 

（Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

１２.

５％ 

２０％ 

(８０％) 

４０％ ７０％ 

 

 

８ ＣＡＬＳ／ＥＣ（公共事業支援統合情報システム）に関する取組み 

ＣＡＬＳ／ＥＣ（キャルス／イーシー）とは、公共事業の執行上、従来、紙で交換されて

いる情報を電子化し、通信ネットワーク等ＩＴ技術を活用して関連情報を連携して利用で

きる環境を構築し、公共施設の維持管理までを含めた、業務プロセス全体の改善と合理化

を図っていくことを目的とする取組みである。 

本県では、国土交通省の基本構想や地方展開アクションプログラムを受け、平成14年度
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に、県における基本指針として「山形県ＣＡＬＳ／ＥＣ整備基本計画」を策定するととも

に、ＣＡＬＳ／ＥＣ導入推進のため「山形県ＣＡＬＳ／ＥＣ推進協議会」を組織した。ま

た、受発注者双方が取り組むアクションプログラムとして平成15年度に「山形県ＣＡＬＳ

／ＥＣ実施計画」を策定し、主に以下の取組みを段階的に推進している。 

 

（１）電子入札 

公共事業の入札を、インターネットを利用して行うものであり、入札手続きの透明   

性の向上、事務の効率化、コスト縮減及び入札参加者の増加による競争性向上を目的   

とする取組みである。 

 

①電子入札システムの開発経緯 

平成13年度 開発検討業務を(財)日本建設情報総合センターに委託。 

平成14年度 試行用システムの整備を開始。 

平成15年度 電子入札の試行運用を開始。最初の電子入札を１１月に実施。 

平成16年度 本稼動用システム開発を開始。電子入札の試行運用を継続。 

平成17年度 本稼動用システム開発を継続。電子入札の試行運用を拡大。 

平成18年度 ４月から本格運用を開始。 

平成19年度 システムの一部改修（入札参加資格の事後審査方式、質問回答機能に対

応） 

発注者側の電子認証局を東北インフォメーション・システムズ（株）

からLGPKI（地方公共団体組織認証基盤）に変更。 

平成20年度 システムの一部改修（発注者側の電子認証局（LGPKI）の整理統合に伴

い地域認証局から組織認証局へ変更） 

平成21年度 システムの一部改修（電子閲覧システム運用開始に伴うシステム連携

に係る改修） 

平成22年度 システム再構築に係る基本設計業務委託の実施 

平成23年度 システム再構築に係る開発運用業務委託の実施 

平成24年度 現システム稼働開始(平成24年12月～) 

 

②電子入札実施件数（工事・コンサルタント等）              単位：件 

年 度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

県土整備部 1,863 1,777 1,543 1,531 1,786 1,737 1,634 1,660 1,418 1,496 

農林水産部 539 588 636 571 596 611 541 525 513 514 

その他 178 171 146 148 169 132 155 182 143 158 

合 計 2,580 2,536 2,325 2,250 2,551 2,480 2,330 2,367 2,074 2,168 

 

③電子入札システムの運用時間 

・受注者 8:00～22:00 

・発注者 8:00～22:00 
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④電子入札の対象 

入札区分 一般競争入札 

指  名 

競争入札 

随意契約 

建設工事 ○ ○ △ 

建設工事に係る調査・測量・ 

設計・コンサルタント業務 

○ ○ △ 

一般業務委託（除雪・維持修繕） △ △ △ 

   （凡例） ○:電子入札が原則 △:電子入札ができる ×:システムでの対応不可 

 

⑤電子入札ヘルプデスク 

・システム操作等に関して、受注者及び発注者からの問合せを、電話・メールで受付。 

・受付時間 9:00～12:00及び13:00～17:30 

 

⑥ヘルプデスク受付件数                         単位：件 

年 度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

件 数 836 776 617 556 724 770 499 393 353 363 

 

⑦山形県ホームページの活用 

・山形県電子入札案内ページ（電子入札の受注者向け総合案内） 

・URL：http://www.pref.yamagata.jp/sr/dbkk2/index.html 

 

⑧電子入札説明会の実施 

・発注者及び受注者向けの説明会を実施 

 

（２）設計図書の電子閲覧 

設計図書の閲覧を、入札参加者が発注機関を訪れることなく、インターネットを利用

して行うものであり、入札手続きの透明性の向上、事務の効率化、コスト縮減及び入札

参加者の増加による競争性向上を目的とする取組みである。 

電子閲覧のためには、閲覧に供する工事発注図面の電子化への対応として、測量・設

計段階からの図面電子化(CAD化)が不可欠であることから、次項の電子納品の推進と一

体となった取組みが必要となる。 

①取組み状況 

    平成20年度より電子閲覧システム基本設計、詳細設計及び開発に着手、平成21年10

月27日よりシステム運用開始。 

 

②電子閲覧実施件数                         単位：件 

年 度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

県土整備部 2,041 1,919 1,707 1,825 1,932 1,865 1,747 1,712 1,457 1,557 

農林水産部 630 622 635 529 572 676 603 508 514 465 

その他 171 182 272 254 326 165 174 285 219 269 

合 計 2,842 2,723 2,614 2,608 2,830 2,706 2,524 2,505 2,190 2,291 
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（３）電子納品 

従来、紙ベースで納品されている調査・測量・設計、工事の業務成果品、建設工事に

おける工事写真や工事完成図等を電子データで納品してもらうものであり、省スペー

ス・省資源化、コスト縮減、業務の効率化等を目的とする取組み。 

 

①取組状況 

平成16年２月に「山形県電子納品取扱要領」を策定し、平成16年４月より試行を開始

した。その後、運用課題を踏まえた要領の改訂や、平成19年４月には、運用上の取扱い

を定めた「山形県電子納品運用マニュアル」を策定する等、課題への対応を図りなが

ら、段階的に試行の拡大を行い、平成22年４月から本格運用へ移行した。 

また、令和元年度からは、原則として、建設工事及び建設工事に係る測量・設計・コ

ンサルタント業務の全ての成果品を対象として運用を行っている。 

 

②電子納品実施件数                              単位：件 

年 度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

工 事 633 762  630  559 674 664 365 303 282 189 

業務委託 386 434 290 242 392 316 187 152 114 31 

合 計 1,019 1,196 920 801 1,066 980 552 455 396 220 

 

（４）情報共有 

公共事業の調査・計画、設計、施工及び維持管理といった各業務プロセスで発生する

書類、図面、写真等の各種情報を電子化し、インターネット経由で関係者間及び事業プ

ロセス間で効率的に情報の交換・共有を行うことを目的とする取組み。 

 

①取組状況 

各種サービスプロバイダが提供するＡＳＰ型情報共有システムを利用することとし、

平成29年度より当初設計金額２千万円以上の建設工事（営繕工事を除く）を対象とし

て試行を開始した。 

その後、令和２年４月に「山形県県土整備部における工事情報共有システムの利用要

領」を策定し、本格運用へ移行するとともに、利用対象を全ての建設工事（営繕工事を

除く）に拡大した。 

また、令和３年２月には「山形県県土整備部における情報共有システムの利用要領」

に改定し、利用対象に建設工事に係る測量・地質調査・設計等業務を追加した。 

 

②情報共有システム利用件数 

年 度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

件 数 46 128 359 656 865 846 752 

                              

（５）山形県ホームページの活用 

山形県公共事業入札情報（発注見通し、入札公告、入札結果等の公表） 

URL: https://ppi.cals.pref.yamagata.jp/PPI/public_portal.html 
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９ 　 公益財団法人山形県建設技術センタ ー

○　 設　 　 　 立　 ： 　 昭和54年4月1日  （ 平成25年4月1日公益財団法人へ移行） 　 　 　 　 　 　

○　 出　 資　 金　 ： 　 72, 940千円　 （ 山形県　 41, 470千円　 　 市町村　 31, 470千円）

（ １ ） 　 組織概要（ Ｒ ７ ． ４ ． １ 現在）

（ ２ ） 　 職 員 数

4 1 6 19 10 4 12 56 15 71

（ ３ ） 　 事業内容

ア　 公益目的事業

　 　 ・ 建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援

　 　 ・ 流域下水道施設の維持管理支援

イ 　 収益事業

　 　 ・ 積算・ 工事監理等発注者支援

　 建設技術センタ ーは、 建設技術の向上と 建設事業の効率的な推進を支援する と と も に、 下水道事業に係る 維持管理の
支援等を行う こ と によ り 、 良質な社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域の水質保全に寄与し 、 広く 県民
の福祉の増進を図る こ と を目的と する 。

評議員
総  務  課

総務企画部

企画研修課

専 務 理 事

道路計画課

業務改革推進課

理事長 常 務 理 事 業　 務　 部

河川砂防課理  事

庄内事務所

臨時職員

建　 築　 課監  事

地域支援課

社会資本ﾒﾝﾃﾅﾝｽ課

庶　 務　 課

下水道事業所

合   計

維持管理課

一   般 小計部　 長 次　 長 課長等 補佐等 技術主査等 主査等

理事会

評議員会
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